特約条項記載例
1. この契約の証として本契約書一通を作成し、売主・買主各自署（記）名押印のうえ、買主が原本を保有し、売主はその写しを保有するものとし、本契約書第　条（印紙の負担区分）にかかわらず、貼付する印紙は原本を保有する買主の負担とします。
2. 残代金及び固定資産税、管理費等の清算金の支払いは、原則として売主の指定口座に振込にて送金するものとし、振込用紙の控えをもって売主の領収書と致します。
3. 売主は買主に対し、共有部分に起因する瑕疵について、その責任を負わないものとします。また本物件は、新築物件でなく既存物件であるため、建物専有部分及び付帯設備等に経年変化に伴うキズ・汚れ、機能劣化がある場合があります。引渡後に生じた補修、修理、点検、交換につきましては買主の負担になります。
4. 区分所有建物または一戸建住宅の登記簿上の床面積が５０㎡未満の場合、若しくは建物の築年数が引渡し時において２０年（耐火建築物は２５年）を経過する場合は、買主の所得要件や居住要件等が適合していても、住宅ローン減税等の税制優遇措置は原則として受けられません。また、不動産取得税等の地方税に係る住宅税制の特例についても受けられない場合があります。
5. 本物件の所有権移転登記等の手続きについては、売主が指定する司法書士にて行うものとし、本物件にかかる登記（移転・設定）費用に関しては、買主の負担とします。
6. [bookmark: _GoBack]売主及び買主は、固定資産税等の清算につき、本物件引渡日において、契約年度分の年税額が未確定であるとき、前年度分の年税額にて精算を行うものとし、契約年度分と前年度分の年税額に差異が生じたとしても異議を申し立てず、また再精算はおこなわないものとします。

以上、特約条項として加筆いただきますよう、宜しくお願いします。
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